
 活躍したいすべての女性をオール北海道で応援する。
 社会全体での女性活躍に向けた気運の醸成や意識改革を図
る。

 特に、本道の産業や地域実情を踏まえた様々な形態での女
性の活躍に向け、地域や各分野の取組を促進する。

【数値目標】女性（25～34歳）の就業率
66.8％【全国平均71.6％】(H26）⇒全国平均値(H29末）

 基幹産業が第１次産業であり、農山漁村地域には地域づく
り活動に活躍している女性や女性グループも多いが、広域
分散型の地域構造であることから、横のつながりやネット
ワーク化による相乗効果を発揮できていない。

 全国平均に比べ低い女性の就業率や役員・管理職への登用
率。特に若年層において就業率が低くなっている。

地域の実情と課題

北の輝く女性応援会議

連携団体

これまでの取組をそれぞれ着実に進めることにより、女性
活躍支援基盤の整備・地域展開による裾野拡大や連携強化な
どが図れたことから、こうした成果を踏まえた更なる深化が
必要。

今後の課題

 企業等における仕事と家庭の両立支援や女性の指導的地位
への登用の動きを促進

 地域における連携・相談支援による農林漁村地域での女性
の活躍を促進。

 男女がともに働き暮らしやすい社会と女性の活躍促進によ
る本道経済の活性化。

【数値（目標女性（25～34歳）の就業率）に対する状況】
70.6％【全国平均72.1％】(H27)

事業の効果

北の輝く女性活躍支援事業【北海道】

目的・目標

① 経済、一次産業、女性団体、行政機関等が連携した推進体
制による情報共有や気運醸成

② 女性の活躍に向けた総合相談の実施
③ 広域分散型の本道の特性を踏まえた地域における女性活躍

のための連携の推進

事業の特徴

北海道商工会議所連合会、北海道商工会連合会、北海道経済連合会、北
海道農業協同組合中央会、北海道漁業協同組合連合会、北海道森林組合
中央会、日本労働組合総連合会北海道連合会、北海道女性団体連絡協議
会、北海道立女性プラザ、ＮＰＯ法人北海道子育て支援ワーカーズ、㈱
ワイズスタッフ、太田明子ビジネス工房(EZONA）、㈱北洋銀行、㈱北海
道銀行、一般社団法人北海道信用金庫協会、厚生労働省北海道労働局、
経済産業省北海道経済産業局、北海道市長会、北海道町村会、北海道



事業の概要

■北の輝く女性応援会議の運営

■経営者・管理職向けセミナーの開催

■女性活躍推進のためのワンストップ相談窓口の運営

■関係機関による地域連携会議の開催

【名称】
女性の活躍推進セミナー(H28.10.19開催)
【目的】

「北の輝く女性応援会議」構成団体及び傘下の団体・企業等に対し女
性活躍推進に向けた気運醸成・意識改革のためのセミナーを開催

【演題】

「個人・組織としてのワーク・ライフ・バランス～育児・介護・
人生（ｌｉｆｅ）の分岐点について～」
【講師】

中田美知子氏／札幌大学客員教授、イオン北海道社外取
締役元ＦＭ北海道常務取締役）

【名称】
北海道女性の活躍支援センター
【目的】

女性ための総合相談窓口を設置し、ライフステー
ジに応じた様々な相談にワンストップできめ細か
に対応する。

【相談対応】

• 訪問・電話、メール等による相談に対し、コンシェ
ルジュとして支援制度や専門相談窓口を紹介

• 相談者の目的に応じた支援のプランの提供
• 法律相談や子育て相談など専門相談を実施
• 道内１３カ所において、出張相談会を開催

【名称】
女性の活躍推進に係る地域連携会議
【目的】

女性の活躍支援に向け各地域における、国や道（総合振興局・振
興局）、市町村など関係機関等による連携体制を構築し、女性の活
躍を支援することにより男女平等参画社会の推進を図る。

【開催場所】
各（総合）振興局所在地（道内１４カ所）
【参集機関等】

市町村、国の関係機関、１次産業団体、経済団体、地域で
活躍する女性、北海道女性の活躍支援センター支援員、北
海道

【設置目的】オール北海道で女性の活躍を応援する気運醸成、意識の改革を図る。
【開催状況（主な議題）】 平成２８年１２月１６日開催

（「女性活躍推進法（一般事業主行動計画の策定状況）について」、「応援会議の今後の取組について」など）


